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K O M O R I

お客様訪問

Of fset
Printing

株
式
会
社
文
星
閣

G
X
4
0
R
P（
菊
全
判
6
色
両
面
オ
フ
セ
ッ

ト
枚
葉
印
刷
機
）の
導
入
を
決
断
し
ま
し
た
」

U
V
6
色
両
面
の
印
刷
機
は
、
世
界
初
。
両

面
印
刷
で
の 「
高
品
質
化
・
短
縮
化
・
高
速
化
・

安
定
化
・
低
減
化
」 

を
徹
底
追
求
し
た
同
機

が
誇
る
圧
倒
的
な
生
産
力
は
、
こ
れ
ま
で
不

可
能
だ
っ
た
仕
事
を
可
能
に
し
て
い
る
。

「
6
色
U
V（
両
面
）を
ワ
ン
パ
ス
で
刷
れ
、

例
え
ば
36
万
通
し
の
6
／
6
の
仕
事
で
あ
っ

て
も
、
短
期
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

夜
に
下
版
し
て
20
万
通
し
て
翌
日
中
に
ほ
し

い
と
い
っ
た
注
文
で
あ
っ
て
も
、
両
面
機
2
台

で
対
応
で
き
る
と
い
っ
た
、
当
社
に
し
か
で

き
な
い
仕
事
の
領
域
の
幅
が
増
え
ま
し
た
」

同
社
で
は
、
今
回
の
H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ

ン
G
X
4
0
R
P
の
導
入
に
よ
っ
て
、
お
客
様

の
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
と
同
時
に
、

こ
れ
ま
で
工
場
が
抱
え
て
い
た
課
題
も
解
消

し
て
い
る
。

4
月
の
起
動
式
か
ら
約
半
年
。
今
は
ロ
ッ

ト
や
納
期
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
紙
を
試
す
な
ど
、

性
能
を
最
大
限
に
生
か
す
方
法
を
模
索
し
て

い
る
。
そ
ん
な
中
、
瀬
高
副
工
場
長
の
目
に

は
、
効
果
や
方
向
性
が
見
え
始
め
て
い
る
。

「
こ
れ
ま
で
H-

U
V
の
両
面
機
は
1
台
し

か
な
く
、
仕
事
が
続
い
て
い
た
た
め
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
に
機
械
を
止
め
る
タ
イ
ミ

ン
グ
が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
2
台

に
な
っ
た
こ
と
で
、
保
守
の
た
め
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
充
て
ら
れ
る
時
間
が
増
え
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今
後
は
さ
ら
に
品
質
を
安
定
さ

せ
て
い
け
ま
す
。
ま
た
、
H-

U
V
搭
載
リ
ス

ロ
ン
G
X
4
0
R
P
に
は
、
全
色
同
時
刷
版
交

換
装
置（
A-

A
P
C
）を
オ
プ
シ
ョ
ン
で
付
け

て
い
ま
す
。
版
交
換
が
断
然
早
く
、
小
ロ
ッ

ト
仕
事
に
お
い
て
は
、
そ
の
差
は
歴
然
。
版

数
が
増
え
る
ほ
ど
時
間
が
短
縮
で
き
る
の
で
、

生
産
効
率
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
」

さ
ら
に
、
機
長
を
務
め
る
広
瀬
係
長
は 「
胴

が
多
い
た
め
、
気
を
配
る
べ
き
点
も
あ
り
ま
す

が
、
自
動
化
で
生
産
効
率
が
高
く
、
何
を
刷
っ

て
も
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
印
象
。
ま
た
、
検
査
装

置
P
Q
A-

S
や
P
D
C-

S
X
の
お
か
げ
で
、

ス
タ
ー
ト
を
早
く
で
き
て
い
ま
す
。
こ
の
機
械

を
担
当
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
り
、
成

長
で
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」 

と
話
す
。

文
星
閣
の
印
刷
機
は
、
現
在
、
8
台
69
胴

全
て
K
O
M
O
R
I
機
を
採
用
し
て
い
る
。
中

嶋
社
長
に
は
、
機
械
の
選
定
に
お
い
て
、
徹

底
し
た
持
論
が
あ
る
。
そ
れ
は 「
ど
の
よ
う
な

機
械
を
入
れ
る
か
は
、
経
営
方
針
な
ど
を
考

え
る
ト
ッ
プ
が
決
め
る
べ
き
。
し
か
し
、
ど
の

メ
ー
カ
ー
の
ど
の
機
種
を
入
れ
る
か
は
、
現

場
の
責
任
者
に
委
ね
る
べ
き
」 

と
い
う
も
の
。

「
品
質
・
価
格
・
サ
ー
ビ
ス
の
3
点
を
基
軸

に
総
合
で
判
断
し
て
い
た
ら
、
結
果
的
に
全

て
K
O
M
O
R
I
機
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

サ
ー
ビ
ス
は
選
定
の
決
め
手
。
サ
ー
ビ
ス
部

隊
単
体
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
く
、
印
刷

会
社
に
対
す
る
ト
ー
タ
ル
で
の
サ
ー
ビ
ス
の

こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
ど
れ
だ
け
こ
ち
ら
を

向
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
く
れ
て
い
る
か
。

K
O
M
O
R
I
と
は
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で

き
る
よ
う
な
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
で
き
て
い

て
、
そ
れ
が
世
界
初
の
U
V
6
色
両
面
の
印
刷

機
の
実
現
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン
G
X
4
0
R
P
を

中
心
に
据
え
た
新
工
場
全
体
の
生
産
性
最
大

化
に
向
け
、
K
O
M
O
R
I
と
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
は
続
い
て
い
る
。

「
新
工
場
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
1
日

で
こ
な
せ
る
量
は
、
す
で
に
目
に
見
え
て
増

え
て
い
ま
す
。
対
応
で
き
る
仕
事
の
幅
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。
将
来
を
し
っ
か
り
見
据
え

印
刷
を
極
め
て
い
き
た
い
。
そ
れ
が
当
社
に

と
っ
て
大
事
な
こ
と
だ
と
信
じ
て
い
る
」 

と

中
嶋
社
長
は
語
っ
た
。

「
京
都
議
定
書（
1
9
9
7
年
）以
降
、
環
境

に
配
慮
し
た
印
刷
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
り
、

水
な
し
印
刷
の
技
術
を
追
求
し
て
き
た
当
社

で
は
追
い
風
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
多

く
の
企
業
が
C
S
R
報
告
書
や
会
社
の
看
板

と
な
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
株
主
総
会
の
案
内
状

な
ど
の
印
刷
に
、
水
な
し
を
指
定
さ
れ
ま
す
」

そ
う
中
嶋
社
長
が
語
る
㈱
文
星
閣
は
、
70

周
年
を
迎
え
、
同
業
に
頼
ら
れ
る
会
社
へ
と

成
長
。
現
在
は
、
同
業
か
ら
の
受
注
は
、
全

案
件
の
約
8
割
を
占
め
る
。

「
同
業
の
仕
事
を
推
進
す
る
に
は
、
品
質

と
納
期
が
絶
対
。
生
産
性
を
上
げ
て
よ
い
も

の
を
刷
る
こ
と
が
工
場
の
命
題
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
U
V
や
両
面
機
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
。
特
に
U
V
の
速
乾
性
は
、

短
納
期
対
応
に
は
も
っ
て
こ
い
で
、
過
去
に

は 『
4（
フ
ォ
ー
）ア
ワ
ー
ズ
』 

と
い
う
フ
レ
ー

ズ
を
つ
く
り
、
下
版
さ
れ
て
か
ら
両
面
を

刷
っ
て
断
裁
す
る
ま
で
、
4
時
間
と
い
う
こ

と
を
う
た
い
文
句
に
営
業
し
ま
し
た
」

同
業
の
仕
事
を
す
る
印
刷
会
社
は
、
経
営

が
厳
し
い
状
況
に
陥
り
や
す
い
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
勝
ち
残
っ
て
き
た
秘

訣
を
、
中
嶋
社
長
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

「
印
刷
に
特
化
す
る
と
決
め
た
後
、
積
極

的
に
態
勢
を
整
え
て
き
ま
し
た
。
近
年
で

は
、
2
0
1
3
年
に
H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン

G
X
4
0
R
P（
菊
全
判
5
色
両
面
オ
フ
セ
ッ

ト
枚
葉
印
刷
機
）、
2
0
1
6
年
に
水
な
し
対

応
の
リ
ス
ロ
ン
G
4
0（
菊
全
判
5
色
両
面
オ

フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）を
2
台
入
れ
て
い
ま

す
。
大
手
で
あ
っ
て
も
一
つ
の
工
場
で
、
水

な
し
、
U
V
、
厚
紙
、
薄
紙
、
特
殊
原
反
を

手
掛
け
て
い
る
と
こ
ろ
は
他
に
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
枚
葉
な
ら
ど
ん
な
仕
事
も

対
応
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
、
当
社
の
大
き

な
価
値
で
あ
り
、
そ
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
に
、
今
回
、
H-
U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン

世
界
初
の
U
V
6
色
両
面
機
・
リ
ス
ロ
ン
G
X
4
0
R
P
で

ど
ん
な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
企
業
力
づ
く
り
に
邁
進
。

　

日
本
に
お
け
る
水
な
し
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
市
場
を
リ
ー
ド
し
て
き
た

株
式
会
社
文
星
閣
は
、2
0
0
2
年
よ
り
U
V
印
刷
を
開
始
。
2
0
0
9

年
、H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ
ン
S
4
0（
菊
全
判
6
色
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

機
）の
導
入
か
ら
U
V
展
開
を
本
格
化
。
以
降
、「
水
な
し
」と「
U
V
」

の
2
軸
で
受
注
を
拡
大
し
て
き
た
。
2
0
1
9
年
3
月
に
は
新
本
社
工

場
を
竣
工
、
4
月
に
6
色
両
面
印
刷
機
で
あ
る
H-

U
V
搭
載
リ
ス
ロ

ン
G
X
4
0
R
P
（
菊
全
判
6
色
両
面
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印
刷
機
）
を

導
入
し
、
生
産
体
制
を
さ
ら
に
強
化
さ
せ
た
。
そ
の
背
景
と
効
果
に

つ
い
て
、
中
嶋
幸
保
社
長
、
佐
野
勝
美
取
締
役
工
場
長
、
瀬
高
次
郎

執
行
役
員
副
工
場
長
、
広
瀬
博
征
印
刷
部
係
長
に
お
聞
き
し
た
。

取締役社長

中 嶋  幸 保 氏

版
数
が
増
え
る
ほ
ど

時
間
が
短
縮
で
き
る

他
社
が
追
随
で
き
な
い

U
V
6
色
両
面
と
い
う
競
争
力

生
産
性
最
大
化
に
向
け

今
後
も
サ
ポ
ー
ト
に
期
待

TOKYO

取締役工場長
佐野 勝美 氏
「6色の仕事が効率よくなって
います。UVは特に金銀が難し
いが、当社では経験を生かし、
うまく刷ることができています」

印刷部係長
広瀬 博征 氏
「PQA-Sで汚れを検出でき、損
紙をかなり少なくできます。両
面機は初めてですが、短時間
で慣れることができました」

執行役員副工場長
瀬高 次郎 氏
「H-UV搭載リスロンGX40RP
は、オールマイティーに使え
る機械。最も優秀なオペレ
ーターを担当にしています」

「印刷に徹し、印刷の王道を極める。H-UV搭載リス
 ロンGX40RPは、その主力機になると考えています」

本社 / 東京都大田区昭和島1-5-32
http://www.bunseikaku.co.jp/

TEL / 03-3763-8370

右：9月に110名を超える取引先を招待し
て開催した、新工場での内覧会。セミ
ナー、実演、実機見学、工場見学に、
お客様は大きな関心を寄せられた。

左：H-UV搭載リスロンGX40RPを入れ
た新本社工場は、生産を格段と向上
させた。「隣の機械の状況がよく見え、
別の機械でサポートしたりするなど、
仕事の組み換えも判断しやすくなり
ました」（瀬高副工場長）


